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に支配される（Dury, 1959, pp. 90-93；貝塚，1969）。したがって，鉛直地殻変動量をより正確に
見積もるためには，同様の気候条件下で形成された河川縦断形を相互に比較する必要がある（吉永・
宮寺，1986；貝塚，1987）。それには，間氷期の谷底平地を比較する BV（Buried Valley）法，氷期











 千代川は，沖ノ山 (標高 1,319m)から西流した後，智頭から一路北流し，鳥取平野を潤して日本
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である。下流側から服部，国安，向国安，袋河原，釜口，用瀬，市瀬，智頭などに断続的に分布し，



























































図７ 長瀬面の段丘堆積物（鳥取市用瀬町家奥）。層厚 12m 以上
に達する網状河川堆積物で，かつては家奥谷川の谷口に扇状地
を形成していた。スケール：写真中央のやや左にハンマー。 




























Bv-7（東経 134°12' 30.4000"，北緯 35° 25' 40.7000"，孔口標高 16.07m，総掘進長 21.00m：図 5-2）ま
でひろがっている（国土地盤情報検索サイト KuniJiban）。そこでは貝化石を含む黒灰色シルト層が



















ちなみに，本稿で使用する海洋酸素同位体ステージの名称やピーク年代・境界年代は Lisiecki and 
 
図８ 鳥取平野における最終氷期の埋没谷（田中，2008）。276 地点でのボーリング資料に認定した縄文海進期
の海進面（ravinement surface：Nummedal and Swift, 1987）にもとづく。地形図は，国土地理院発行 1：25,000
地形図「鳥取北部」「鳥取南部」。 
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Raymo（2005）[LR04 Benthic Stack, http://www.lorraine-lisiecki.com/stack.html]にしたがい，MIS 1 のピ






















粘土層にはPicea maximowiczii, Chamaecyparis obtuse, Styrax sp., Juglans sp.などを産し，ヒノキ材
化石からは14C年代＞31,200y.b.p.が報告されている（赤木ほか，1970）。ちなみに，大山中部火山灰
層に含まれる大山倉吉軽石DKPの降下年代は≧55kaとされ（町田・新井，2003），下位面の形成年代
























































表１ 鳥取県東部における河成段丘の対比. MIS：海洋酸素同位体ステージ。 




地殻変動量を見積もるのが BV 法（吉山・柳田，1995）である。 



































 鳥取県東部の地形投影断面（図 10-B）のうち，0～10km 区間については，岩美町蒲生川流域にお
ける BV 法によって，最近の約 12 万年間（MIS 5.5～MIS 1）における平均傾動速度 3.3°/106y がす
でに求められている（稗田・矢野，2012：図 10-C）。いっぽう 10～30km 区間については，前述のと
おり千代川-土師川河谷における同期間の平均傾動速度 1.3°/106y が求められた。これらの値が示す
南北方向での傾動速度変化は，接峰線の傾斜変化（図 10-B）と定性的には調和的である。 
 しかし，山地の傾動開始年代を単純計算すると，0～10km 区間で 0.61Ma［=2°/(3.3°/106y)］であ







Matsuda and Uyeda, 1971；藤田，1978；Von Hune et al., 1980；矢野，1983, 2009b；鎮西・町田，
  
図 10 千代川-土師川河谷周辺における山地地形。（A）地形景観［鳥取市下味野から東方を望む］，（B）地形投























（1）BV 法の問題：BV 法は,最終間氷期(MIS 5.5)と縄文海進期(MIS 1)の河川縦断形が類似している
ことを拠り所にしている(吉山・柳田,1995)。しかし,河川の上流部では,BV 法で求められた隆起量





















て日本海に没する（図 10，図 12）。 
 このような地形-地質特性をもつ中国山地の形成プロセスは，千代川-土師川河谷の段丘比高から











山盆地北縁に分布する緩斜面堆積層（河合，1957 の日本原層）の堆積面を 10 面に区分し，６層の
広域テフラを認めた。下位から第９面にあたる N-1 面は 190±60ka FT（木村ほか，1999）の奥津軽
  




ブロック化と山地・高原の隆起(更新世中期)，３：現在(前面の曲線群は地形投影断面：断面線は図 13).  
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ブロック化と山地・高原の隆起(更新世中期)，３：現在(前面の曲線群は地形投影断面：断面線は図 13).  





















面は最終氷期（MIS 2）に，長瀬面はおそらく MIS 4（60～70ka）に，穂見面は最終間氷期（MIS 5.5）
に，それぞれ形成されたと推論される（表１）。 
3）千代川-土師川河谷の中流域における最近の約 12 万年間（MIS 5.5～MIS 1）における鉛直地殻変
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